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　ベトナムのお正月はテト（Tết）といって旧暦で祝います。今年は 1月
31日が元旦でした。テト中は公的機関、店・レストランなどは通常 1
週間程度お休みですが、ある年、スケジュールの都合でテト休み明け
直後にハノイを訪れたことがあります。
　ベトナムの友人によると、3 シーズンが巡りくるハノイ市などの北部
地方と、常夏のホーチミン市などの南部地方とではテトの過ごし方は随
分異なります。
　ハノイ市では、ほとんどの家庭はテトを自宅・地元で家族とともに過
ごし、祖父母、先生、友人などと新年の挨拶を交わし、お寺や神社に
お参りして、ともに新年を祝います。一方、ホーチミン市では、テト前に
先生・友人への挨拶、お寺参
りなどを済ませ、テト休みに
入ると海や山、あるいは海外
旅行に出かけるというのです。
こうした慣習の違いの一因は、
この時期ハノイは比較的温暖
で過ごしやすいのですが、ホ

ーチミン市は暑いため涼を求めて旅に出ることにあるようです。
　テトにはわが家を花木や切り花で飾りますが、その主役は桃

（赤桃の木）と金柑です。ベトナムでは赤色は幸運を、黄色は繁栄、
繁盛をもたらすとされ、ハノイなど北部地域ではこの時期に赤い
花をつける数少ない花木である桃の木と、沢山の黄色い実をつ
け縁起がよいとされる金柑を鉢植えにして飾り、新年はわが家に
幸せがくるようにとの願いを込めます。一方、桃の木が成育しな
いホーチミン市など南部地域では、ホアマイ（Hoa Mai）という、
梅の一種で黄色い花をつける木や、様々な種類の花を飾ります。
　また、お年玉の慣習があったり、家族用や訪問客用に、餅米
に緑豆の餡と豚肉を入れてウコンの葉に巻いて蒸してつくったバ
インチュンという保存のきく正月料理を用意します。
　友人宅でバインチュンをご馳走になりながらテトの話を聞き、
わが家を門松はじめ松竹梅で飾り、初詣して新年の挨拶を交わ
し、おせち料理をつくりお年玉など伝統的な日本の正月の慣習と
よく似ていて親しみを抱いたものでした。

前（公益財団法人）国際緑化推進センター専務理事　林　久晴

ネイチャー

ウォッチ
【東南アジア編】

とびらの言葉

――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和 36 年創刊時の言葉より）
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